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　冷戦の終焉と市場の国際的統合は、体制選択としての社会主義計画経済の消滅と民主市場経済の典型化・規範化を意味した。このような状況の下では、貿易・投資の拡大に伴う経済厚生を享受するためには、各国政府は国際市場、特に国際投資家の信認を得るような政策を公約し、必要な法・政治・経済制度改革にコミットすることが不可欠となった。国内制度改革はもとより、二国間あるいは地域的経済協力協定の締結や国際経済機関参加も、政府にとっては政策裁量を規律づけ、政策コミットメントをよりクレディブルにするための手段であると考えられる。

　演習では、特に民主政体での法的支配、政策権限委譲、拒否権者構造などの制度が政策安定性を増幅と思惑的政策発動を抑制し、政府の政策に関する国内・国際的クレディビル・コミットメントを増大させることに着目して、民主的平和論および民主的協力論の理論的基礎を提供している一連のクレディブル・コミットメントに関する理論とその応用を講読する。

　進め方は以下の計画に従って、演習形式で、週１冊ないしは数本の学術論文を手分けして読み、議論しあう演習形式をとる。詳しいシラバスは初回の演習で配付する。
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